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 低分子量Gタ ンパ ク質は活性型(GTP型),不 活性型(GDP型)の2つ の構造 をとることで,動 植物共通

して さまざまな シグナル伝達の分子スイ ッチ として機能 している。植物 にはRhoフ ァミ リーに相 当する

Rac/Ropフ ァミリーが存在する。これ までにRac/Ropフ ァミリーは,花 粉管の伸長,細 胞分化及びス ト

レス応答等で機能 して いる ことが報告 されてお り,イ ネでは7遺 伝子,シ ロイヌナズナでは11遺 伝子

か ら成っている。

 植物の 自然免疫応答におけるRac/Ropフ ァミリーの働 きは,イ ネ,オ オムギを用 いて研 究されている。

我 々 の研 究室 で は,こ れ まで にイ ネ のOsRac1が 抵抗 性 遺伝 子 を介 す る い もち病や 白葉 枯 病 に対す る抵

抗 性反 応 や,ア セ チ ルキ トオ リゴ糖や ス フィ ン ゴ脂 質 エ リシター によ って誘 導 され る 自然免 疫応 答 に機i

能 して い る こと を明 らか に して いる。

 本研 究 で は,イ ネ の 自然 免疫 応答 に関 わ るOsRac 1を 中心 と した複 合体 の構 成 成分 を明 らか にす るた

め,プ ロテー ム解析 の手法 を用 いた。OsRac1ア フ ィニテ ィー クロマ トグ ラ フィー と質量 分析 の結 果か ら

OsRac1と 相 互作 用す るタ ンパ ク質 と して5つ のNB-LRR型 タ ンパ ク質, stress--inducible protein

1(STII｝ 及 びRACKI(R6ceptor for Activated C-Kinase l)を 同定 した。 NB-LRR型 タ ンパ ク質 は抵 抗性

遺 伝 子 産物 の 主要 な ク ラス で シロイ ヌナ ズ ナ には約150,イ ネ に は約600存 在 す る。STI1は,哺 乳類 で

はHopと して 知 られて お りHSP90やHSP70の コシ ャペ ロン と して機 能 し,3つ のtetratricopeptide

repeat(TPR)domainsを もって いる。 RACK1は 動物 で は多 くの シグナ ル伝 達 で さ まざ まな タ ンパ ク質 と

相 互作 用 す る こ とが わか っ て いる。RACK1の 構造 は トリプ トフ ァン,ア ス パ ラギ ン酸 が約40ア ミ ノ酸 配
’列 ご とに現れ(WDリ ピー ト ドメイ ン)

, pシ ー ト配列 を7回 持 って い る。そ の構 造 解析 の 結果 か らス キ ャ

フ ォール ド促 場)タ ンパ ク質で あ る と考 え られ て いる。

 私 はRACKIが イネ の 自然 免疫 応答 に どの よ うに関 って い るの か を明 らか にす るた め機i能解 析 を行 った。

イネ にはi？Aczr/A, i？Aczr7Bの2つ の遺伝 子 が存 在 し,質 量 分析 によ って 同定 され た タ ンパ ク質 はRACK I A

で あ った。RACK Iは7つ のWD40リ ピー ト ドメイ ン(WD 1～7)を 有 し,活 性型OsRac 1はRACK IAのWD 1及

びWD2ド メイ ンを介 して直 接相 互 作 用す る ことがわ か った。 また,イ ネの 培養 細胞 を用 いた共 免疫 沈 降

によ って 恒常 的活 性 型OsRacl複 合体 にRACKIAが 存在 す る こ とを 明 らか に した 。 OsRaclは 遺伝 子 発現 及

び転 写後 制御 の両 方 にお いて2？ACff1Aを 正 に制御 して いる ことがわ か った 。 また,.t？Aczr！Aの遺伝 子 発現

はエ リシター,ア ブシジ ン酸,ジ ャス毛 ン酸及びオーキ シンによって も誘導 され,1？ACZr1Aは植物免疫応

答だけでな く,植 物ホルモ ンに対す る応答 においても機能 していると考え られた。溜0醐 の過剰発現体

および発現抑制体 を用いた解析か ら,i？A czrlAは活性酸素種の生成及びイネいもち病菌 に対す る抵抗性 に

機i能して いる ことがわかった。実際RACK IAはRbohのN末 端領域 に結合する ことか ら, RACKIAは 直接

的な相互作用によ りRbohの 活性 を制御 している と考え られる。さ らに, RACK IAはOsRac l複 合体 の構成

因子 として同定 された植物免疫応答 の分子 シャペ ロンであるRAR IやSGT 1と 相互作用する ことが示 され

た。本研究の結果か らRACKIAは, OsRac 1複 合体 中で防御応答の主要なタンパ ク質と相互作 用 し,イ ネ

の 自然免疫応答 に関わっている ことが明 らか となった。



論文審査結果の要旨

申請者氏名 中 島 綾 子

 本研究 は、プ ロテーム解析 の手法 を用 いて低分子量Gタ ンパ ク質OsRac 1と 相互作 用す る タンパ

ク質 を同定す る ことに成功 した。質量分析 の結果、合 計21個 のタ ンパ ク質 を同定 し、その 中には

耐 病 性 に 関 与 す る と考 え られ る5つ のNB-LRR型 タ ンパ ク質, stress-inducible proteill 1(STII)

及 びRACK1(Receptor for Activated C-Kinase 1)が 含 まれ ていた。

 RACK 1が イネ の 自然 免疫 応答 に どのよ うに関っているのか を明 らかにす るた め機能解析 を行 った。

酵母two・-hybrid法 によって、 RACKIAのWD I及 びWD2ド メイ ンを介 して活性 型OsRac 1と 直接相互作

用す る ことがわかった。 また,イ ネの培養細胞 を用 いた共 免疫沈 降 によ って恒 常的活 性型OsRac 1

複 合体 中にRACKIAが 存在す るこ とを明 らかに した 。 RACKIAの 過剰発現体 および発現抑制体 を用い

た解析か ら,］RACK IAは 活 性酸 素種の生成及びイネい もち病 菌に対する抵抗性 に機能 して いる ことが

わか った。 さ らに,RACKIAはOsRac 1複 合体 の構成 因子 と して 同定 され た植物 免疫応答 の分子 シャ

ペ ロンであるRAR 1やSGT 1と 相 互作用す る ことが示 され た。

 本研 究では、 アフィニテ ィクロマ トグ ラフィー及び質量分析 によってOsRac 1と 相 互作用す る新

規 な因子RACKIAを 同定 した 。また 、 RACKIAはOsRac 1複 合体 中で 防御応 答の主要な タ ンパク質 と相

互作 用 し,イ ネの 自然免疫 応答 に関わっている ことを明 らか に した。

以上のように、本論文はプロテオーム解析の手法を用いてイネの自然免疫応答 に関わる新規な因子

を同定 したもので、学術上、応用上貢献するところが少なくない。よって審査委員一同は、本論文

が博士(バ イオサイエンス)の 学位論文 として価値あるものと認めた。


